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平成 26 年５月 19 日 

 

各 位 

 

会 社 名 大 同 信 号 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長 北原 文夫 

（コード番号: 6743 東証第二部） 

問合せ先 上席執行役員財務統括部長 浅田 安彦 

（TEL.03－3438－4111） 

 

平成 26 年３月期（通期）の業績予想と決算値との差異に関するお知らせ 

 

平成 25 年５月 16 日に開示した平成 26 年３月期（通期）の業績予想と本日公表した決算値とに差

異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 26 年３月期（通期）の連結業績予想と決算値との差異 

（平成 25 年４月１日～平成 26 年３月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 21,000 900 1,100 700 39.27

今回実績(Ｂ) 21,676 1,228 1,649 1,157 64.97

増減額(Ｂ－Ａ) 676 328 549 457 

増減率(％) 3.2 36.5 50.0 65.4 

(ご参考)前期実績 

(平成 25 年３月期) 
22,276 1,324 1,654 1,174 65.86

 

２．平成 26 年３月期（通期）の個別業績予想と決算値との差異 

（平成 25 年４月１日～平成 26 年３月 31 日） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 16,000 800 500 28.05

今回実績(Ｂ) 15,895 1,105 831 46.68

増減額(Ｂ－Ａ) △104 305 331 

増減率(％) △0.7 38.2 66.4 

(ご参考)前期実績 

(平成 25 年３月期) 
16,154 1,144 823 46.17
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３．差異が生じた理由 

 

① 連結業績 

売上高につきましては前回発表予想を上回りました。損益につきましては、製品別においてフィ

ールド製品は伸び悩みましたが、大型のシステム製品などが伸長したことが利益に貢献するととも

に、株式会社三工社を含めた管理体制の強化に努め、きめ細かい生産体制の見直しや品質管理体制

の強化に努めた結果、営業利益、経常利益、当期純利益ともに予想を上回りました。 

 

② 個別業績 

売上高につきましてはほぼ前回発表予想通りとなりました。損益につきましては、きめ細かい生

産体制の見直しや品質管理体制の強化を行うとともに、東京都港区への本社機能移転に伴い生産拠

点である福島県浅川事業所との業務連携の向上や営業活動における業務の効率化など販売管理体

制の定着化に努めた結果、経常利益、当期純利益ともに予想を上回りました。 

 

詳細につきましては、本日付で「平成 26 年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」にて開示し

ておりますので、あわせてご参照ください。 

 

 

以 上 

 


